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令和３年度 

１級土木施工管理技術検定 

2次試験  解答試案 

 

【問題 1】 

    施工体験記述（安全管理）につき省略します。 

 

【問題 2】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

  水和 湿潤 混合セメントB種 ひび割れ 散水 

    ※（ハ）は、中庸熱ポルトランドセメントでも可かも知れません。 

 

【問題 ３】 

 検 討 項 目 検 討 内 容 

 1 契約書類の確認事項 ・事業損失、不可抗力による損害に対する取り扱い方法について 

・工事中止にもとづく損害に対する取り扱い方法について 
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現 

場 

条 

件 

の 

調 

査 

自然条件の調査 

 

・地質、地形、土質、地下水の状態についての調査を行う 

・降雨量、気温、風力、風向き等の気象データの調査を行う 
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近隣環境の調査 ・地下埋設物、文化財などの有無についての調査を行う 

・送電線や鉄塔等の地上障害物について、支障物件の調査を行う 

・地盤沈下・地下水等の掘削による近隣家屋への影響の調査を行う 

 4 

 

 

 

資機材の調査 ・砂、砂利、盛土材料、生コンクリート等の資材の単価、生産地との 

 距離等についての調査を行う 

・工事規模、施工速度、施工量等から使用機械の必要台数、機械能力、 

 組み合わせについて検討する 

 5 施工手順 ・仮設の構造、配置計画について、位置図や概要図を用いて具体的に 

 記載する 

・段階確認、品質証明の時期、内容について検討する 
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【問題 ４】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

   天日 路床 安定性   メガネ 養生 

    ※（イ）はH28の出題から「天日」、但し「ばっ気」でも間違いではない 
     （ロ）は「盛土材」でも可かも知れません。 
     （ハ）は「トラフィカビリティ」も考えられますが、「建設機械の」という言葉がないの 
        で「安定性」としています。 

 

【問題 5】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

   運搬  粗骨材 呼び 空気量 単位水量 

 

【問題 6】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

ヘッドガード 記録 保護構造 シートベルト 最大使用 

 

【問題 7】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

除去 粒度 木質 燃料 安定処理 
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【問題 8】 

    工 法             工 法 の 概 要 期待される功果 

サンドマット工法 軟弱地盤上に透水性の高い砂または砂礫を 50～120cm の厚さ

に敷き均す 

圧密沈下の促進 

せん断変形の抑制 

サンドドレーン工法 軟弱地盤に透水性の高い砂を垂直に連続して打設することで 

排水性を確保し、地盤強度を増加させる。 

せん断変形の抑制 

強度低下の抑制 

深層混合処理工法 

（機械攪拌工法） 

軟弱地盤の表面からかなりの深さまでの区間を、セメントや

石灰などの安定材と原地盤の土を混合し柱体状または全面的

に地盤を改良して強度を増加させる。 

全沈下量の減少 

すべり抵抗の増加 

 

薬液注入工法 地盤の所定の位置に薬液を注入し、凝結効果で地盤の透水性

を減少させ、強度を増加させる。 

全沈下量の減少 

すべり抵抗の増加 

掘削置換工法 軟弱地盤の一部または全部を除去し、良質材で置き換える工

法で、安全率が増加する。 

全沈下量の減少 

せん断抵抗の増加 

 

【問題 9】 

  ① 早い ⇒ 遅い 

  ② 棒状バイブレータ ⇒ タンピング 

  ③ 乾燥 ⇒ 吸水 

  ④ 鉄製 ⇒ コンクリート製あるいはモルタル製 

 

【問題 10】 

 ・定格荷重を超える荷重を移動式クレーンにかけてはならない。 

 ・アウトリガーを用いる時は、当該アウトリガーを鉄板等の上で転倒のおそれのない位置に移動式クレーン 

  を設置すること。 

  ・アウトリガーを有する移動式クレーンを用いて作業をする時は、最大限に張り出さなければならない。 

  ・移動式クレーンの運転について一定の合図を定め、合図を行う者を指名し、その者に合図を行わせる。 

  ・移動式クレーンの上部旋回体と接触することにより、労働者に危険が生ずるおそれがある箇所に労働者を

立ち入らせてはならない。 

・強風のため、移動式クレーンに係わる作業の実施について危険が予想される時は、当該作業を中止しなけ

ればならない。 

・移動式クレーンの運転者は、荷を吊ったままで運転位置から離れてはならない。 

                                    ・・・・・等から5点書く 
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【問題 11】 

  

 工種名            施工上の留意事項 

① 

 

 

床堀掘削工 

（掘削工） 

 

・仕上がり面は、地山を乱さないよう、かつ不陸を生じさせないように施工する 

・床付け仕上がり面の深堀りに注意し、手堀りあるいはバックホウの刃を平状のもの

を用いて丁寧に仕上げる  ・・・・・等 

② 

 

 

管渠据付け工 

（据付け工） 

 

・専用の吊り下げ治具を用いて、偏重のかからないように吊り上げる 

・管渠の下流側から上流側に向かって敷設する 

・通り(位置)、高さに留意して正確に敷設する  ・・・・・等 

③ 埋戻し工 

 

・良質な土質材料を用い、高まきを避け(1層30cm以下)、入念に締め固める 

・偏土圧がかからないよう、両側から均等に締め固める  ・・・・・等 


